




要約:新生児の出生時体格(体重・身長・頭回・胸回)の在胎週数別集計は,新生児医療に於

ける必須の基礎データであり,本邦においても過去いくつか発表されてきた。それらの報

告は年代とともに改善されてきているが,その作成法にはいくつかの問題点が取り上げら

れており,より信頼度の高い日本人の胎児発育曲線が要求されるようになった。今回の改

善点の第一は,出生時体格の分布の表現法を正規分布を前提とする平均値±標準偏差法を

採らずに,パーセンタイル法を採用した点である。平均値±標準偏差値法とバーセンタイ

ル法との得失については論議もあるところであるが,今日ではパーセンタイル法による表

示が世界の趨勢にあることから今回の調査はバーセンタイル法を用いて作成することに決

定した。


